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長
野
児
に
お
け
る
綴
方
教
育
に
つ
い
て

－
　
大
正
期
を
中
心
と
し
て

綴
方
教
育
を
中
心
と
す
る
近
代
国
語
教
育
の
沿
革
（
初
等
教
育
の
場
合
）

は
概
ね
次
の
如
く
で
あ
る
。

明
治
五
年

学
制
の
発
布
に
と
も
な
い
、
教
科
と
し
て
の
国
語
は
、
習
字
、
書
贋
、

綴
字
、
単
語
、
会
話
、
読
本
の
六
科
を
も
っ
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
十
二
年

教
科
名
の
改
編
が
な
さ
れ
、
読
書
、
作
文
、
習
字
の
三
科
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
三
年

国
語
科
と
い
う
数
科
名
が
設
置
さ
れ
、
読
書
、
作
文
、
習
字
の
融
合
・

統
一
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
発
展
・
経
過
の
後
、
大
正
期
、
国
語
教
育
と
く
に
綴
方
教

育
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
長
野

県
内
の
初
等
教
育
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
長
野
県
に
お
け
る
綴
方
教
育
の
概
要

長
野
県
に
お
け
る
綴
方
教
育
の
概
要
（
初
等
教
育
の
場
合
）
を
、
信
濃
教

育
全
発
行
の
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
な
ら
び
に
そ
の
後
継
誌
の
『
信
濃
教

育
』
　
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

清

　

水

　

　

　

登

明
治
三
十
三
年
八
月
に
小
学
校
令
等
の
改
正
が
な
さ
れ
、
従
来
の
読
書
、

作
文
、
習
字
が
教
科
と
し
て
統
l
さ
れ
、
国
語
科
が
設
置
さ
れ
た
直
後
、
次

の
よ
う
な
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

殊
二
綴
方
ナ
ド
デ
ハ
生
徒
カ
ラ
コ
ー
ユ
ー
コ
ト
ヲ
綴
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
彼

ノ
事
ヲ
綴
ツ
テ
見
タ
イ
ト
ユ
ー
ヨ
ー
ニ
ナ
ラ
ネ
バ
駄
目
ダ
ト
思
イ
マ
ス

（
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
「
綴
方
片
言
」
藤
本
如
秤
＝
一
八
三
号
　
明
治
三

十
四
年
十
二
月
）

綴
方
教
育
に
お
い
て
ほ
児
童
の
自
発
的
発
想
を
基
盤
に
指
導
す
べ
き
で
あ

る
と
の
考
え
方
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
綴
方
教
育
が
模
範
文
に
よ

る
模
倣
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
新
し
い
発
想
と
認
め
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
の
改
正
さ
れ
た
小
学
校
令
お
よ
び
同

施
行
細
則
、
教
則
に
よ
り
、
い
ち
早
く
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
綴
方
教
授
書
と

し
て
最
部
讐
削
国
語
綴
方
教
授
書
』
（
票
府
師
範
学
校
教
諭
兼
附

属
小
学
校
主
事
　
立
柄
教
俊
君
校
閲
　
国
語
研
究
全
編
　
明
治
三
十
三
年
十

二
月
十
五
日
刊
）
が
あ
る
。
同
書
の
「
国
語
綴
り
方
教
授
二
関
ス
ル
注
意
」

注
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に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
国
語
の
読
ミ
方
に
就
て
は
、
他
人
の
表
彰
せ
る
文
字
文
章
を
読
み
て
、
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正
確
に
其
の
思
想
を
知
得
せ
し
む
る
を
目
的
と
し
、
綴
り
方
に
於
て
は
読

ミ
方
に
於
て
学
び
た
る
文
字
語
句
を
用
ゐ
て
明
瞭
に
自
己
の
思
想
を
表
彰

す
る
こ
と
を
得
し
む
る
を
以
て
目
的
と
す
。

前
述
の
「
綴
方
片
言
」
　
の
考
え
方
は
、
こ
の
よ
う
な
明
治
三
十
三
年
の
小

学
校
令
改
正
の
考
え
方
を
反
映
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
年
に
は
、
模
範
文
を
読
本
よ
り
採
用
す
る
こ
と
の
弊
害
（
却
テ

彼
等
力
思
想
感
情
ノ
発
表
ヲ
拘
束
シ
タ
ル
モ
ノ
ゝ
如
カ
リ
キ
）
　
に
つ
い
て
指

摘
し
、
児
童
に
よ
る
秀
作
を
採
用
す
る
こ
と
の
有
効
性
に
つ
い
て
言
及
し
た

論
文
「
作
文
教
授
ニ
ッ
キ
テ
」
（
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
落
合
熊
雄
一
九
一

号
　
明
治
三
十
五
年
八
月
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
議
論
と
し
て
ほ
、
内
容
指
導
、
形
式
指
導
の
う
ち
、
ど
ち
ら

に
重
点
を
置
く
べ
き
か
と
い
う
面
に
集
中
し
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
言
及

し
た
も
の
が
多
い
。
論
文
と
し
て
は
、
「
綴
方
修
練
に
於
て
は
、
重
き
を
形

式
に
お
き
、
適
切
な
る
形
式
的
模
範
文
を
与
へ
」
（
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』

「
模
範
文
に
つ
き
て
」
青
田
類
書
　
二
三
〇
号
　
明
治
三
十
八
年
十
一
月
）

と
す
る
も
の
や
、
そ
れ
に
関
達
し
、
修
辞
法
な
ら
び
に
文
の
種
類
に
つ
い
て

分
析
し
た
「
小
学
校
に
於
け
る
修
辞
法
」
（
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
丸
山
久
保

善
　
二
四
四
号
　
明
治
四
十
年
一
月
）
、
「
小
学
校
に
於
け
る
文
章
法
」
（
同

丸
山
久
保
書
　
二
四
六
号
　
明
治
四
十
年
三
月
）
が
認
め
ら
れ
、
「
実
験
教

育
学
と
綴
方
教
授
」
（
『
信
濃
教
育
』
中
村
実
治
　
二
六
九
号
　
明
治
四
十
二

年
三
月
）
　
に
お
い
て
ほ
、

内
容
上
か
ら
も
。
形
式
上
か
ら
も
。
殊
に
、
初
年
級
に
あ
つ
て
は
、
後

者
が
、
最
も
、
大
切
で
あ
る
、
そ
れ
か
ら
読
本
教
授
の
際
、
其
の
基
本
的

形
式
の
所
に
於
て
、
精
確
に
、
厳
密
に
、
一
般
の
約
束
と
、
形
式
と
を
授

け
。
之
れ
を
反
覆
練
習
さ
せ
、
し
か
し
て
正
し
き
発
表
の
習
慣
を
つ
け
る

のだ。

と
あ
り
、
形
式
指
導
に
重
点
を
置
い
た
報
告
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。

注
2

ま
た
、
山
崎
弥
生
も
綴
方
に
お
け
る
教
授
法
の
手
順
（
①
予
備
　
②
　
目

的
指
示
　
③
　
趣
向
　
④
　
表
彰
　
⑤
　
批
正
）
を
示
し
、
形
式
の
指
導

の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

内
容
上
ノ
予
備
卜
形
式
上
ノ
予
備
ト
ノ
ニ
ッ
ヲ
含
ム
今
綴
ラ
ソ
ト
欲
ス

ル
文
ノ
思
想
ノ
復
習
ヲ
ナ
ス
ハ
前
者
ニ
シ
テ
既
二
課
セ
ル
モ
ノ
ゝ
中
ニ
テ

記
述
ノ
体
裁
等
似
タ
ル
モ
ノ
ヲ
復
習
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
後
者
ナ
リ

現
今
ノ
綴
方
教
授
二
於
テ
欠
ク
ル
所
ハ
実
二
此
形
式
上
ノ
復
習
二
在
り

（
『
信
濃
教
育
』
「
綴
方
教
授
ノ
一
研
究
」
二
五
三
号
　
明
治
四
十
年
十
一
月
）

な
お
、
山
崎
に
は
、
綴
方
教
育
の
実
践
的
な
記
録
と
し
て
「
特
別
研
究
授

業
　
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
二
五
八
号
　
明
治

四
十
一
年
四
月
）
が
あ
る
。

田
中
理
一
郎
の
「
尋
常
小
学
読
本
を
基
礎
と
し
た
る
口
語
文
章
法
」
（
『
信

濃
教
育
』
　
二
五
六
号
　
明
治
四
十
一
年
二
月
）
も
読
本
に
掲
載
さ
れ
た
文
を

も
と
に
文
章
法
（
主
語
、
説
明
語
、
補
語
、
客
語
、
修
飾
語
、
複
文
、
合
文
、

渡
文
等
）
　
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
三
年
か
ら
翌
四
十
四
年
に
か
け
て
、
清
水
嘉
一
郎
に
よ
っ
て

「
綴
方
教
授
の
系
統
私
見
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
二
八
九
号
　
明
治
四
十
三
年

十
一
月
、
同
　
二
九
〇
号
　
明
治
四
十
三
年
十
二
月
、
同
　
二
九
言
下
　
明

治
四
十
四
年
一
月
、
同
　
二
九
二
号
　
明
治
四
十
四
年
二
月
、
同
　
二
九
三

号
　
明
治
四
十
四
年
三
月
）
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
綴
方
の
教
授
法
に
お
い
て
は
具
体
的
で
あ
り
、
系
統
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
を
基
盤
と
し
、
自
己
の
教
育
理
論
な
ら
び
に
教
育

実
践
を
も
と
に
綴
方
教
授
細
目
（
案
）
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
頃
か
ら
、
児
童
の
心
意
発
達
を
考
慮
し
、
学
年
別
に
取
り
扱
う
べ
き

文
の
種
類
、
文
題
、
教
授
内
容
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
と
す
る
系
統
的
な

注
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両
に
重
点
を
置
く
綴
方
教
授
法
に
関
す
る
論
文
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

綴
方
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
基
礎
を
固
め
る
上
で
、
写
生
に
よ
る
方



長野県における綴方教育について131

法
が
有
効
で
あ
り
、
と
く
に
形
式
練
習
な
ら
び
に
着
想
練
習
に
は
有
効
で
あ

る
と
す
る
「
綴
方
に
於
け
る
写
生
」
（
『
信
濃
教
育
』
一
膝
生
　
二
九
七
号

明
治
四
十
四
年
七
月
）
が
認
め
ら
れ
、
「
再
び
『
綴
り
方
に
於
け
る
写
生
に

就
て
』
」
（
同
　
二
九
九
号
　
明
治
四
十
四
年
九
月
）
　
で
は
、
そ
の
形
式
練
習

面
で
の
具
体
的
指
導
が
示
め
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日
用
文
の
指
導
に
お
い
て
は
、
従
来
の
習
慣
に
し
た
が
っ
た
材
料

（
祝
賀
、
誘
引
等
）
　
の
提
供
は
、
実
態
に
対
応
せ
ず
、
間
に
合
わ
せ
主
義
的

な
も
の
と
し
、
そ
の
指
導
に
あ
た
つ
て
は
、
発
表
者
（
児
童
）
　
と
の
間
に
お

け
る
社
会
上
の
関
係
を
熟
考
す
る
な
か
で
、
日
用
文
に
お
け
る
適
応
能
力
を

練
磨
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（
『
信
濃
教
育
』
「
綴
方
に

於
け
る
日
用
文
」
　
三
〇
九
号
　
明
治
四
十
五
年
七
月
）
。

次
に
引
用
し
た
論
文
は
、
語
句
の
指
導
な
ら
び
に
「
天
の
岩
戸
の
絵
と

き
」
と
い
う
文
題
に
つ
い
て
の
綴
方
授
業
を
紹
介
し
、
文
憩
に
統
l
を
も
た

せ
る
た
め
に
は
材
料
の
選
択
と
材
料
の
排
列
と
は
不
可
分
の
関
係
に
お
い
て

と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
着
想
指
導
の
重
要
性
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

巧
妙
な
る
着
想
は
即
ち
材
料
の
選
択
を
知
る
と
同
時
に
、
そ
の
材
料
に

排
列
に
於
け
る
適
当
な
地
位
を
与
へ
る
の
で
あ
る
。

（
『
信
濃
教
育
』
「
綴
り
方
熟
達
の
上
よ
り
見
た
る
文
章
の
四
要
件
」
　
穆

三
一
四
号
　
大
正
元
年
十
二
月
）

「
綴
り
方
は
精
神
生
活
を
文
字
に
よ
っ
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
文
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
児
童
が
其
物
に
対
す
る
豊
富
の
材
料
即
ち
知
識

と
強
烈
の
意
見
を
具
備
し
て
お
ら
な
く
て
は
駄
目
で
あ
る
」
と
す
る
児
童
の

生
活
を
重
視
す
る
指
導
に
関
す
る
論
文
（
『
信
濃
教
育
』
「
綴
方
教
授
の
研

究
」
御
子
柴
楯
男
　
三
二
三
号
　
大
正
二
年
九
月
）
な
ら
び
に
「
余
は
綴
方

教
授
の
窮
極
は
創
作
的
発
表
に
迄
到
着
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
」
と
す

る
創
作
的
面
に
ま
で
そ
の
領
域
を
拡
大
し
、
言
及
し
た
も
の
　
（
『
信
濃
教
育
』

「
綴
方
に
対
す
る
理
想
」
柳
本
知
至
　
三
三
一
号
　
大
正
三
年
五
月
）
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
正
三
年
九
月
二
十
四
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
、
長
野
・
松
本
両
附
属
小

学
校
主
催
の
県
内
小
学
校
連
合
綴
方
研
究
会
が
、
松
本
女
子
師
範
学
校
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
筈
は
晶
館
観
新
装
綴
方
研
究
録
』

（
大
正
三
年
十
二
月
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
信
濃
教
育
』
　
（
三
三
七
号
　
大
正
三
年
十
l
月
）
は
、
そ
の
特
集

と
な
っ
て
い
る
。

編
集
主
任
、
村
松
民
治
郎
は
、
同
特
集
号
掲
載
の
「
綴
方
教
授
の
傾
向
に

就
て
」
に
お
い
て
、
研
究
会
を
振
り
返
り
、
綴
方
教
育
が
、
形
式
万
能
・
模

倣
主
義
か
ら
児
童
の
実
際
の
生
活
経
験
を
重
視
す
る
方
向
へ
転
換
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
は
進
歩
的
側
面
と
し
て
認
め
つ
つ
も
注
意
す
べ
き
点
と
し

て、

①
　
児
童
の
心
意
生
活
全
体
の
調
査
の
必
要
性

②
　
綴
方
に
は
方
法
が
な
い
こ
と

③
　
綴
方
を
以
っ
て
全
部
芸
術
に
属
す
る
と
い
う
考
え
方

の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
同
三
三
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
主
な
も
の
を
概
観
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。

「
思
想
と
文
章
」
（
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
）
　
に
お
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
綴
方
教
授
法
に
お
け
る
手
順
を
示
し
て
お
り
、
「
綴
方
教
授
ノ
一
研

究
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
二
五
三
号
　
明
治
四
十
年
十
一
月
）
　
に
お
い
て
示
さ

れ
た
山
崎
弥
生
の
手
順
に
大
略
沿
う
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

綴
方
教
授
ノ
一
研
究

（
山
崎
弥
生
案
）

思
想
と
文
章

（
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
）

Ⅲ
　
記
述
目
的
の
決
定
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二
、
日
的
指
示

三
、
趣
向

四
、
表
彰

五
、
批
正

閻
　
材
料
蒐
集
選
択

制
　
材
料
の
排
列

槻
　
発
表

言
ひ
ま
は
し
の
工
夫

言
語
の
選
択

記
述

た
だ
し
、
「
日
的
指
示
」
か
ら
「
記
述
目
的
の
決
定
」
　
へ
の
項
目
の
変
更

は
、
模
倣
主
義
的
な
綴
方
教
育
の
考
え
方
か
ら
児
童
の
生
活
重
視
へ
の
綴
方

教
育
の
考
え
方
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
時
代
的
要
請
に
応
え
た
措

置
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
綴
り
方
系
統
の
心
理
的
根
拠
」
（
松
本
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
）
は
、

綴
方
教
授
細
目
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児
童
の
思
想
発
表
の
調

査
な
ら
び
に
文
題
に
対
す
る
嗜
好
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
系
統
的
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
綴
り
方
教
育
の
あ
り
方
と
各
学
年
に
よ
る
配
当
予

想
を
示
し
た
も
の
が
次
の
系
統
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
論
点
と
し
て
は
、
綴
方
教
育
の
目
標
を
生
活
に
重
点
を
置
く

と
す
る
も
の
と
着
想
指
導
に
重
点
を
置
く
と
す
る
も
の
と
が
括
抗
し
た
状
態

に
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

坂
井
衡
平
は
生
活
重
視
の
立
場
に
立
ち
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

少
く
と
も
教
師
が
大
人
と
し
て
高
い
所
か
ら
与
へ
る
理
論
や
形
式
に
盲

従
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
是
等
の
方
法
的
矯
正
よ
り
も
よ
り
根
本
的
の
指

導
は
、
唯
々
飽
く
迄
児
童
自
身
の
世
界
及
必
要
を
偽
り
な
く
正
直
に
発
表

さ
せ
る
事
で
あ
る
。

（
「
綴
方
教
授
随
感
録
」
）

今
井
栃
六
は
着
想
指
導
を
重
視
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。と
こ
ろ
が
従
来
の
綴
り
方
教
授
な
る
も
の
は
、
思
想
の
充
実
し
た
も
の

を
綴
ら
せ
な
い
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
頻
り
に
唱
へ
ら
れ
て
居
た

が
、
さ
て
如
何
な
る
思
想
を
如
何
に
綴
ら
せ
る
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
ら
れ

て
ゐ
な
い
。

故
に
綴
り
方
の
出
発
点
は
思
想
の
分
解
総
合
即
ち
部
分
的
記
述
に
始
ま

り
、
之
れ
が
順
序
修
練
を
積
ん
で
、
遂
に
一
つ
の
文
旨
に
よ
っ
て
統
一
せ

ら
れ
た
る
立
派
の
体
系
を
整
へ
た
る
文
章
を
綴
り
得
る
ま
で
に
導
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
綴
方
教
授
の
任
務
は
、
児
童
思
想
界
の
雑
駁

な
る
概
念
を
分
解
総
合
し
、
之
を
論
理
的
に
整
理
し
、
文
章
に
顕
は
す
能

力
修
練
に
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

（
「
綴
方
教
授
ノ
研
究
」
）

ま
た
、
五
味
義
武
も
「
綴
方
教
材
と
其
の
系
統
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
：
二
二

九
号
　
大
正
四
年
l
月
）
　
に
お
い
て
、
着
想
指
導
を
重
視
す
べ
き
と
の
観
点

注
4

よ
り
そ
の
指
導
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
斉
藤
統
二
の
「
児
童
の
自
作
文

の
実
際
に
就
て
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
三
四
〇
号
　
大
正
四
年
二
月
）
も
次
の

よ
う
に
あ
っ
て
同
じ
発
想
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

綴
っ
た
文
は
着
想
に
重
き
を
置
い
た
。
（
中
略
）
此
の
文
題
を
先
に
出

し
て
綴
ら
し
む
も
必
要
だ
ら
う
し
、
題
を
出
さ
ず
し
て
l
目
的
の
下
に
思

想
の
蒐
集
や
選
択
や
排
列
な
ど
を
さ
せ
る
と
云
ふ
練
習
は
更
に
肝
要
に
思

ほ
れ
る
の
で
あ
る
。

丸
山
鉄
雄
の
「
綴
方
文
題
の
選
択
に
就
て
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
二
四
二
号

大
正
四
年
四
月
）
は
、
文
題
に
お
い
て
は
児
童
の
綴
り
易
き
も
の
で
あ
り
、
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喚
起
表
象
及
び
想
像
表
象
の
再
生
出
来
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
必
要
性
を
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。

細
川
寛
一
は
「
観
照
鑑
賞
と
感
情
移
入
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
三
四
三
号

大
正
四
年
五
月
）
　
に
お
い
て
、
創
作
の
基
礎
と
し
て
綴
方
教
授
の
基
盤
は
観

照
に
あ
る
と
し
、
感
情
移
入
と
い
う
面
よ
り
観
照
な
ら
び
に
鑑
賞
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
。

西
尾
箕
は
「
表
現
学
科
に
就
て
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
三
五
三
号
　
大
正
五

年
三
月
）
　
に
お
い
て
、
綴
方
が
表
現
学
科
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
「
其
作

品
に
於
け
る
主
観
的
意
義
及
価
値
は
ど
こ
ま
で
も
作
者
た
る
生
徒
自
身
に
存

し
て
居
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
充
分
生
徒
に
会
得
さ
せ
て
置
か
ね
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
、
生
活
重
視
の
立
場
か
ら
綴
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

信
濃
教
育
会
は
、
大
正
二
年
八
月
に
綴
方
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員

会
は
二
回
の
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
第
一
回
日
は
、
「
綴
り
方
教
授
の

方
針
（
上
）
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
三
四
五
号
　
大
正
四
年
七
月
）
　
で
、
綴
方

教
育
の
指
導
と
し
て
は
材
料
の
選
択
、
統
「
言
語
化
と
い
っ
た
面
を
担
当

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
児
童
思
想
の
洒
義
に
も
注
意
し
て
豊
富
な
材
料

を
自
由
に
発
表
さ
せ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
も
目
的
と
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
綴
方
の
材
料
（
文
章
）
　
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
二
回
目
は
、
「
綴
方
教
授
の
方
針
（
続
）
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
三
四
六
号

大
正
四
年
八
月
）
　
で
、
調
査
委
員
転
よ
る
系
統
案
が
提
示
さ
れ
、
「
綴
方
の

心
的
経
過
」
　
の
項
目
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

材
料
の
蒐
集
は
記
述
目
的
を
標
準
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
蒐
集
中
に
選

択
も
行
は
れ
る
が
l
と
通
り
蒐
集
し
た
な
ら
更
に
選
択
を
加
へ
軽
重
を
考

へ
て
記
述
の
次
第
を
按
排
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
て
順
序
が
定
ま
っ
た
な
ら
次
に
適
当
の
語
句
と
然
る
べ
き
言
ひ
方
と

を
工
夫
し
て
記
述
す
る
こ
と
ゝ
な
る
。
（
中
略
）
普
通
l
文
章
の
出
来
る

ま
で
に
は
以
上
の
如
く
着
想
、
構
想
、
言
語
化
、
記
述
等
の
次
第
を
経
る

で
あ
ら
う
。
尤
も
此
四
つ
の
働
き
が
常
に
階
段
的
に
此
順
序
で
行
は
れ
る

わ
け
で
は
な
い
着
想
と
共
に
構
想
の
部
分
も
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
し
着
想

構
想
と
共
聖
一
基
叩
化
の
作
用
も
行
は
れ
る
し
又
記
述
に
は
何
時
も
言
語
化

の
作
用
が
伴
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

材
料
の
選
択
・
構
想
と
い
っ
た
文
章
作
成
上
の
作
業
手
順
が
相
互
に
影
響

し
あ
い
な
が
ら
進
行
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
す
る
発
想
は
、
前
述
の
「
綴
り

方
熟
達
の
上
よ
り
見
た
る
文
章
の
四
要
件
」
（
『
借
換
教
育
』
穆
　
：
二
四
号

大
正
元
年
十
二
月
）
　
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
委
員
会

論
文
で
は
、
着
想
と
構
想
と
の
間
、
着
想
・
構
想
と
言
語
化
と
の
間
、
言
語

化
と
記
述
と
の
間
に
お
い
て
も
同
様
な
作
用
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
指
導
作
」
　
の
項
目
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

尚
義
に
一
つ
注
意
す
べ
き
は
作
者
即
児
童
の
態
度
で
あ
る
。
前
に
も
l

言
し
た
様
に
自
分
の
綴
る
文
章
は
ど
こ
迄
も
自
分
の
文
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
誰
が
何
と
云
つ
て
も
自
分
に
同
化
し
な
い
こ
と
は
決
し
て
書
か
ぬ

様
に
又
自
分
の
書
か
う
と
思
ふ
こ
と
は
慣
ら
ず
書
く
様
に
導
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

委
員
会
と
し
て
、
着
想
指
導
を
重
視
し
っ
＼
生
活
重
視
の
方
向
を
示
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

北
安
曇
郡
池
田
尋
常
高
等
小
学
校
は
「
吾
校
綴
方
教
授
の
根
本
方
針
」

（
『
信
濃
教
育
』
　
三
五
二
号
　
大
正
五
年
二
月
）
　
で
、
「
綴
方
は
文
字
文
章

を
通
し
て
自
身
の
生
活
（
自
己
と
云
っ
て
も
同
じ
）
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
」
と
宣
言
し
、
生
活
重
視
の
綴
方
教
育
の

実
践
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
指
導
は
「
綴
方
に
於
け
る
指
導

の
実
際
」
（
『
信
濃
教
育
』
高
瀬
彬
　
三
五
五
号
　
大
正
五
年
五
月
）
に
よ
っ

て
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
及
ぼ
す
指
導
は
暗
示
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
だ
け
で
大
て
い
最
後

ま
で
見
通
さ
れ
る
。
最
大
の
指
導
で
あ
る
。
最
も
難
か
し
き
指
導
で
あ
る
。
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そ
し
て
内
容
は
殆
ど
説
明
を
超
越
し
て
居
る
。
児
童
は
暗
示
を
受
け
て
も

す
ぐ
に
仕
事
に
は
か
ゝ
ら
な
い
。
仕
事
に
か
ゝ
る
事
も
要
求
し
な
い
。
筆

を
執
り
紙
に
臨
む
ま
で
の
時
間
は
、
実
際
ど
の
位
だ
か
知
ら
な
い
。
一
日

二
日
、
一
週
間
以
上
に
も
及
ぶ
事
が
あ
り
、
忘
れ
て
し
ま
ふ
者
も
あ
り
、

直
ぐ
に
筆
を
執
る
著
も
あ
る
。
暗
示
を
与
へ
る
と
云
つ
て
も
教
室
で
一
様

に
話
を
す
る
場
合
も
あ
り
、
運
動
場
や
、
社
地
や
公
園
の
森
林
に
於
て
し

た
り
、
山
を
見
渡
す
河
原
の
石
堤
の
上
あ
た
り
へ
連
れ
出
す
こ
と
も
あ
り
、

熱
心
に
沢
山
物
を
言
ふ
場
合
も
あ
る
し
、
云
は
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
れ

で
居
て
奇
妙
に
通
じ
る
様
で
あ
る
。
題
を
出
す
こ
と
は
滅
多
に
な
い
し
、

か
う
云
ふ
も
の
を
書
け
と
云
つ
た
事
も
趣
く
優
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
大
抵

自
分
の
要
求
す
る
範
囲
で
、
時
々
光
っ
た
作
品
を
見
せ
て
く
れ
る
。

池
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
け
る
綴
方
教
育
の
具
体
的
指
導
者
（
「
吾
校

綴
方
教
授
の
根
本
方
針
」
「
綴
方
に
於
け
る
指
導
の
実
際
」
　
の
著
者
）
　
は
高

瀬
彬
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
状
況
か
ら
該
当
す
る
教
員
と
し
て
片
瀬
斌

注
5

訓
導
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
池
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
綴
方
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て

注
6

『
白
樺
』
　
の
影
響
を
認
め
る
見
方
も
あ
る
。

松
本
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
は
「
綴
り
方
に
於
け
る
指
導
の
実
際
」

（
『
信
濃
教
育
』
　
三
五
四
号
　
大
正
五
年
四
月
）
　
で
、
準
備
、
題
材
の
提
出
、

腹
案
、
起
稿
、
推
敲
、
成
績
の
提
出
と
い
う
手
順
に
沿
っ
た
指
導
法
を
提
示

し
、
「
一
体
文
章
は
児
童
が
自
ら
訂
正
す
る
所
に
価
値
が
あ
る
」
と
し
て
、

綴
方
指
導
に
お
け
る
自
己
批
正
の
有
効
性
を
認
め
て
い
る
。

後
町
小
学
校
の
「
綴
方
教
授
の
方
針
」
（
『
信
濃
教
育
』
　
三
六
〇
号
　
大

正
五
年
十
月
）
　
に
お
い
て
は
、
「
吾
等
は
文
章
を
綴
ら
ん
と
す
る
前
に
先
づ

思
想
を
精
練
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
綴
方
教
育
に
あ
っ
て
は
思
想
の
陶

冶
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

「
綴
方
教
育
の
第
一
義
」
（
『
信
濃
教
育
』
北
原
時
衛
　
三
八
五
号
　
大
正

七
年
十
一
月
）
な
ら
び
に
「
児
童
の
生
活
に
立
脚
せ
る
綴
方
教
授
」
（
『
信
濃

教
育
』
内
河
邦
芳
　
四
l
三
号
　
大
正
十
年
三
月
）
に
お
い
て
も
思
想
の
陶

冶
、
児
童
の
内
的
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
綴

方
教
育
が
人
格
教
育
に
資
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

「
推
蔽
す
る
心
」
（
『
信
濃
教
育
』
丸
山
東
一
五
〇
三
号
　
昭
和
三
年
七

月
）
　
に
お
い
て
は
、
推
敲
と
い
う
作
業
は
人
生
生
活
を
基
礎
づ
け
る
修
行
の

道
と
通
ず
る
面
が
あ
り
、
「
然
し
綴
り
方
と
い
ふ
仕
事
は
や
は
り
人
格
完
成

へ
の
一
つ
の
重
要
な
道
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
綴
方
教
育
に
鍛
練
的

側
面
を
期
待
す
る
主
張
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

二
　
『
綴
方
教
授
細
目
』
等
に
み
る
綴
方
教
育
の
実
態

明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
、
郡
教
育
会
な
ら
び
に
各
学
校
は
各
教

科
に
対
し
教
育
内
容
な
ら
び
に
指
導
法
の
統
一
基
準
を
示
め
す
必
要
か
ら

『
教
授
細
目
』
等
を
作
成
し
て
い
る
。

大
正
二
年
刊
の
　
『
下
水
内
郡
校
長
会
編
綴
方
教
授
細
目
』
　
に
は
次
の
よ
う

注
7

な
教
材
文
の
学
年
配
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
大
正
二
年
五
月
刊
の
『
埴
科
教
育
部
会
編
綴
方
教
授
細
目
』
を
示
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議 ����叙 亢ﾂ�形 式 学 年科 

論■ 冖��事 倬b�

文 兌b�文＿ 兌b�

1 �����ﾒ�怩�

七 �"�

七 �2�

四 刔｢�4 

－ 俶ﾂ�五 迭�

四 俶ﾂ�6 

四 ��1 �����ﾂ�:��9��怩�

－ 俶ﾂ� ��2 

同　高 �:���:���:���:���:������学 

女　男 刔ｨ��ﾍﾈ��貶��蓼��?���爾�年 

五　五 ��練　準 五　七　〇　〇　五　◎ 做ｸ��OR�

記 �7��b�

〇　七 價ｨ��蓼���ｨ���ｨ���ｨ���｢�ロ 事 

九　七 ��叙 

【ヨ 
●lllll．・．・－ 

八　〇　六　〇　五　〇 倬b�通 文 

五　八 佻ﾈ��蓼�ｨuH�ｦﾂ�説 明 

三　五 免ﾄ免ﾆﾂ�議 論 

七　七 ��日 用 傚��ｮB�[b�三　六　四】11 兌b�

一　一1】l】 佰b�w��[b�

四　四 俶ﾈ��貶��貶��貶��貭�計　合 

○　○ ��ｨ���ｨ���ｨ���ｨ���｢�

五　三 ��敬 兌b��ﾂ�四　四　七　〇　〇　〇 ��ﾂ�

五　七 刔ｨ�����蓼�ｦﾄ��常 体 

注
8

す
こ
と
に
し
よ
う
。

備
考
　
広
告
文
　
電
信
文
　
表
記
文
の
練
習
は
尋
五
以
上
の
時
間
内
に
て
適

宜
に
教
示
す
べ
き
も
の
と
す
　
其
分
量
も
適
宜
に
定
む
べ
L

l
石
の
配
当
表
を
比
較
し
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
と
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

①
　
説
明
文
を
『
下
水
内
郡
校
長
会
編
』
が
尋
常
二
年
よ
り
配
当
し
て
い
る

の
に
対
し
、
『
埴
科
教
育
部
会
編
』
　
は
尋
常
五
年
よ
り
配
当
し
て
お
り
、

そ
の
配
当
学
年
に
差
が
認
め
ら
れ
る
。

②
　
議
論
文
を
『
下
水
内
郡
校
長
会
編
』
が
尋
常
五
年
よ
り
配
当
し
て
い
る

の
に
対
し
、
『
埴
科
教
育
部
会
編
』
は
高
等
科
二
年
に
配
当
し
て
お
り
、

そ
の
配
当
学
年
に
差
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
年
に
お
け
る
配
当
の
差
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し

た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

説
明
文
の
配
当
に
関
連
す
る
論
文
の
記
述
に
つ
い
て
は
、

㈹
　
説
明
文
は
尋
五
六
年
か
ら
始
め
る
こ
と
。

（
『
信
濃
教
育
』
「
思
想
と
文
章
」
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
　
三

三
七
号
　
大
正
三
年
十
l
月
）

3
、
棺
論
理
的
に
思
想
の
統
一
が
出
来
る
様
に
な
る
、
説
明
文
の
指
導

な
ど
は
此
頃
（
筆
者
注
、
尋
常
五
六
年
）
よ
り
初
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

（
『
信
濃
教
育
』
「
綴
方
教
授
の
方
針
（
続
）
」
調
査
委
員
　
三
四
六
号

大
正
四
年
八
月
）

と
あ
っ
て
、
系
統
的
研
究
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
説
明
文
の
適
切
な
配

当
学
年
と
し
て
尋
常
科
高
学
年
に
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
議
論
文
の
配
当
学
年
に
関
連
す
る
論
文
の
記
述
に
つ
い
て
は
、

若
し
議
論
文
の
指
導
を
す
る
な
ら
ば
此
時
期
（
筆
者
注
、
高
等
科
二
年

以
上
）
あ
た
り
で
す
る
が
適
当
で
あ
ら
う
。

（
『
信
濃
教
育
』
「
綴
方
教
授
の
方
針
（
統
）
」
）

と
あ
っ
て
、
議
論
文
に
つ
い
て
も
適
切
な
配
当
学
年
と
し
て
高
等
科
二
年
以

上
に
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
各
科
教
授
要
項
』
（
明
治
四
十
四
年
九

月
刊
）
　
の
「
綴
方
教
授
要
項
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
教
材
文
の
学
年
配
当
が

注
9

記
載
さ
れ
て
い
る
。

3
、
文
及
文
章
の
種
類
各
学
年
配
当
の
大
略
（
数
字
は
週
を
蓑
は
す
）



136清水　登

五四 ヽ　ヽ　　　ヽ　ヽ　ヽ 舒ﾈﾆB�

批　表　排　選　趣　日　予 

正　彰　列　択　向　的　備 偖ﾈ����
）　　（　指 僖���6ﾒ�

愚　息　示 偖ﾈ��爾�

木日　赤甘 ／亡▲ヽJじ1＼ 刎ｩH2�

の　の 

四　　三二一 ヽ　　ヽ　ヽ　ヽ 儿ﾒ�9�9��

発　択　趣　予　目 

芸壷芸備撃 　指 違奉還 

四 ヽ　　　　　ヽ　　ヽ　ヽ 倡b�險ﾇﾂ���ﾈ���｢�

発　　　　　　材　　材　記 

表　　　　　　科　　料　述 

の　　蒐　目 

記　択　言　し　言　　排　　集　的 

述　芸芸蓋奪列塞衰蓬 

『
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
』
　
の
学
年
配
当
に
お
い
て
も
説
明
文

は
尋
常
五
年
よ
り
配
当
さ
れ
、
議
論
文
は
高
等
科
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
下
水
内
郡
校
長
会
編
』
よ
り
『
埴
科
教
育
部
会
編
』
の
配
当

方
法
が
児
童
の
心
意
発
達
を
よ
り
考
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
四
年
刊
の
　
『
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
各
科
教
授
要

項
』
　
（
「
綴
方
教
授
要
項
」
（
第
三
章
　
教
法
）
　
の
教
授
法
（
指
導
法
）
　
に
関

注
1
0

連
す
る
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
発
表
前
指
導
を
行
ふ
も
の
ゝ
教
授
段
階

ィ
、
日
的
指
示

ロ、＼

　

ヽ

／

選
択

し
ト
「
㌧
日
日
リ

ガ
†
タ

文
題
の
内
容
指
示

其
文
を
綴
る
目
的
の
限
定

注
意
1
日
的
指
示
の
巧
拙
は
文
を
綴
る
上
に
影
響
大
な
り
。
故

に
時
宜
に
応
じ
巧
に
興
味
を
鼓
舞
す
る
の
刺
激
を
与
へ
ん
こ
と
を

要す。
予
備
文
題
内
容
に
関
す
る
児
童
既
有
思
想
の
列
挙

趣
向
綴
ら
ん
と
す
る
思
想
の
選
択
及
排
列
を
な
さ
し
む
。

既
有
概
念
法
則
に
よ
り
又
は
模
範
文
の
用
例
に
よ
り
、
本
綴
文
の

目
的
と
照
合
し
て
、
着
想
上
の
指
導
を
な
す
。

記
述
の
目
的
材
料
の
性
質
よ
り
見
て
構
想
の
指
導
を
な
す
。

此
場
合
既
有
の
概
念
法
則
の
喚
起
に
よ
る
も
の
と
特
定
の
模
範
に

よ
る
も
の
と
あ
り
。

し
学
年
に
よ
り
推
敲
の
程
度
を
異
に
す
。

（
附
）
注
意

日
的
指
示
は
単
に
文
題
を
呈
示
す
る
に
止
ま
る
が
如
き
こ
と
あ
る

可
か
ら
ず
。

着
想
及
構
想
を
同
時
に
行
は
し
む
可
ら
ず
。
（
以
下
省
略
）

長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
関
係
す
る
論
文
で
教
授
法
（
指
導
法
）

に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
二
点
認
め
ら
れ
、
「
綴
方
教
授
ノ
一
研
究
」

（
『
信
濃
教
育
』
山
崎
弥
生
　
二
五
三
号
　
明
治
四
十
年
十
一
月
）
と
「
思
想

と
文
章
」
（
『
信
濃
教
育
』
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
　
三
三
七
号
　
大

正
三
年
十
一
月
）
　
で
あ
る
。
『
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
各
科
教
授

要
項
』
　
（
明
治
四
十
四
年
九
月
刊
）
　
に
示
さ
れ
た
教
授
法
（
指
導
法
）
を
含

め
、
項
目
に
よ
り
そ
れ
ら
の
対
照
表
を
作
成
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

発
表練
習
帳
に
記
述
せ
し
む
。
一
気
呵
成
な
る
べ
し
。

全
篇
よ
り
の
通
覧
的
部
分
と
部
分
的
形
式
と
を
推
敲
せ
し
む
。
但

「
綴
方
教
授
ノ
一
研
究
」
（
山
崎
弥
生
）
　
に
よ
る
教
授
法
と
『
長
野
県
師
範
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学
校
附
属
小
学
校
編
各
科
教
授
要
項
』
　
に
よ
る
教
授
法
と
の
間
に
親
密
な
関

係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
各
科
教

授
要
項
』
　
に
記
述
さ
れ
た
「
着
想
及
構
想
を
同
時
に
行
は
し
む
可
ら
ず
」
は
、

「
綴
方
教
授
ノ
一
研
究
」
に
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
、

三
、
趣
向
ニ
ッ
キ
テ

綴
ラ
ソ
ト
ス
ル
綱
目
ノ
選
択
及
排
列
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ニ
テ
即
チ
思
想
ノ
整

理
ナ
リ

左
二
之
ニ
ッ
キ
テ
教
授
上
の
注
意
ヲ
述
べ
ソ

Ⅲ
選
択
卜
排
列
ト
ヲ
同
時
ニ
ナ
サ
ソ
ト
ス
べ
カ
ラ
ズ

先
ヅ
児
童
ヲ
シ
テ
書
カ
ソ
ト
欲
ス
ル
思
想
ヲ
順
序
ヲ
論
ゼ
ズ
列
挙
セ
シ

メ
テ
選
択
ヲ
ナ
シ
後
二
其
排
列
ヲ
定
ム
べ
キ
ナ
リ
然
ル
ニ
往
々
　
『
一
番

先
二
何
ヲ
書
ク
べ
キ
カ
』
　
『
次
二
何
ヲ
書
ク
べ
キ
カ
』
等
ノ
間
ニ
ヨ
リ

テ
児
童
二
網
目
ヲ
考
へ
出
サ
シ
メ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
之
レ
綴
ラ
ン
ト

欲
ス
ル
綱
目
ノ
選
択
及
排
列
ヲ
同
時
：
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
児
童
二

無
理
ヲ
強
ウ
ル
モ
ノ
ナ
リ

両
者
の
親
密
さ
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
四

十
四
年
刊
の
『
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
各
科
教
授
要
項
』
　
の
「
綴

方
教
授
要
項
」
　
の
作
成
に
は
、
山
崎
弥
生
の
考
え
方
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い

た
も
の
と
推
鄭
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
思
想
と
文
章
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
教
授
法
に
お
い
て
は
、
従
来

の
「
目
的
指
示
」
　
の
項
目
を
「
記
述
目
的
の
決
定
」
と
変
更
し
、
児
童
の
意

志
に
よ
る
文
題
決
定
の
余
地
を
残
し
、
生
活
重
視
の
綴
方
教
育
に
対
応
し
た

注
1
1

か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
「
思
想
と
文
章
」
で
は
「
記
述
目
的
の
決
定
」
　
の

項
目
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

内
に
如
何
に
思
想
が
蓄
積
し
て
居
っ
て
も
是
だ
け
で
は
文
に
は
な
ら
な

い
、
思
想
が
文
章
と
な
っ
て
表
は
れ
る
ま
で
に
は
次
の
経
過
を
へ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

Ⅲ
記
述
目
的
の
決
定
　
如
何
な
る
文
に
於
て
も
先
第
一
に
決
定
を
ら
る
べ

き
も
の
は
其
記
述
の
目
的
で
あ
る
、
如
何
な
る
こ
と
を
如
何
な
る
目
的

で
記
述
す
る
か
と
云
ふ
こ
と
が
十
分
決
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
正
四
年
に
作
成
さ
れ
た
『
松
本
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
綴
り
方

教
授
細
目
』
　
（
『
信
濃
教
育
』
「
綴
り
方
教
授
細
目
に
つ
き
て
」
　
三
四
六
号

大
正
四
年
八
月
）
　
の
「
第
二
　
綴
り
方
の
根
本
方
針
」
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
児
童
自
ら
が
直
観
し
経
験
し
て
得
た
る
思
想
即
ち
自
ら
創

造
し
発
見
し
た
思
想
を
し
か
も
児
童
自
身
の
工
夫
努
力
に
よ
っ
て
思
想
体

系
に
構
成
さ
れ
る
と
い
ふ
様
な
性
質
の
者
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
イ
ツ
チ

ナ
ー
が
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
三
行
は
他
人
の
助
力
に
よ
っ
て
得
た

三
頁
に
勝
る
と
い
っ
た
の
は
実
に
至
言
で
あ
る
。

之
に
よ
っ
て
考
へ
て
見
れ
は
修
身
や
地
理
や
歴
史
で
体
系
的
思
想
と
し

て
与
へ
ら
れ
た
者
を
其
の
ま
ま
に
記
述
せ
し
む
る
事
の
効
果
の
少
い
事
も

彼
の
思
想
整
頓
と
か
思
想
整
理
と
か
い
ふ
て
綴
る
初
に
当
っ
て
教
師
の
手

を
入
れ
る
事
の
い
け
な
い
所
以
も
明
瞭
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
吾
人

は
初
学
年
か
ら
全
然
自
作
主
義
を
採
っ
て
ゐ
る
。

ま
た
、
「
綴
り
方
に
於
け
る
指
導
の
実
際
」
（
『
信
濃
教
育
』
松
本
女
子
師

範
学
校
附
属
小
学
校
　
三
五
四
号
　
大
正
五
年
四
月
）
　
に
も
、

文
題
提
出
に
あ
た
つ
て
の
教
師
の
仕
事
は
こ
れ
だ
け
に
留
る
。
彼
の
思

想
喚
起
と
か
思
想
整
頓
と
か
い
ふ
様
な
児
童
の
着
想
を
助
け
て
や
る
や
う

な
仕
事
は
一
切
し
て
は
な
ら
ぬ
。

と
あ
っ
て
、
同
小
学
校
に
お
い
て
は
、
思
想
整
頓
、
思
想
整
理
の
よ
う
な
教

授
法
に
対
し
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
「
綴
方
教
授
の
方
針
（
統
）
」
（
『
信
洩
教
育
』
調
査
委
員
　
三
四

六
号
　
大
正
四
年
八
月
）
　
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、

着
想
と
云
ふ
方
面
に
於
て
ほ
添
削
が
多
す
ぎ
れ
ば
結
局
児
童
の
思
想
を
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教
師
の
思
想
に
な
は
す
こ
と
に
な
る
。

綴
方
調
査
委
員
会
も
着
想
指
導
に
教
師
が
介
入
し
過
ぎ
る
こ
と
の
弊
害
に

つ
い
て
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
各
学
校
に
お
け
る
綴
方
教
育
の
実
態

各
学
校
に
お
け
る
綴
方
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
「
教
員
会
誌
」
等
の
資
料

に
よ
り
概
観
し
て
み
ょ
う
。

臼
　
綴
方
研
究

l
　
材
料
各
教
科
ヨ
リ
取
レ
共
特
二
国
語
科
二
重
キ
ヲ
置
キ
別
二
児
童
ノ
実
地

見
聞
ヨ
リ
取
ル
読
本
中
練
習
文
ノ
取
扱
二
注
意
シ
日
用
文
ハ
多
キ
ヲ

採
ラ
ス

注
1
2

（
「
上
郷
小
学
校
職
員
会
誌
」
明
治
三
十
七
年
度
）

材
料
を
児
童
の
実
際
生
活
よ
り
採
用
し
ょ
ぅ
と
し
て
い
る
。

五
、
文
章
ノ
構
造
（
要
目
順
序
）
　
ヲ
定
ム
ル
ハ
綴
方
二
於
ケ
ル
過
半
以
上

ノ
作
業
ナ
リ
　
綴
方
二
於
テ
最
モ
意
ヲ
コ
ゝ
ニ
致
ス
べ
シ
　
コ
ノ
為
メ

ニ
ハ
知
的
文
章
ハ
情
的
文
章
ヨ
リ
多
キ
ガ
ヨ
シ
　
（
「
教
員
会
誌
広
丘
小

注
1
3

学
校
明
治
三
十
九
年
十
一
月
」
）

着
想
指
導
に
重
点
を
置
き
、
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
、
綴
方
成
績
処
理
上
に
於
て
最
も
有
効
な
る
方
按
如
何

最
も
活
気
に
み
ち
た
る
問
題
に
て
佐
藤
主
事
の
自
由
発
表
主
義
丸
山

先
生
の
形
式
主
義
ノ
論
戦
は
花
を
さ
か
せ
ぬ
　
題
意
を
拡
張
し
て
綴
方

全
般
ノ
問
題
と
し
て
論
ず
る
も
の
等
あ
り
し
か
ど
　
最
も
有
効
と
思
ひ

た
る
は
多
作
内
観
察
等
を
主
張
す
る
も
多
か
り
し
か
ど
私
の
考
へ
に
て

は
綴
方
に
於
て
ほ
殆
ど
形
式
を
主
と
す
べ
き
も
の
と
思
ふ

（
「
明
治
四
十
三
年
県
下
尋
常
科
第
三
・
四
学
年
会
報
告
」
東
筑
摩
郡
麻

注
1
4

蹟
尋
常
高
等
小
学
校
）

自
由
発
表
主
義
と
形
式
主
義
の
う
ち
ど
ち
ら
を
綴
方
教
育
の
あ
り
方
と
す

る
か
で
議
論
さ
れ
て
い
た
当
時
の
雰
囲
気
が
窺
え
る
。

綴
方
（
郡
教
育
会
編
纂
ノ
細
目
ニ
ヨ
ル
）
　
同
一
文
壇
ノ
習
熟
ニ
ッ
ト
メ

表
彰
ハ
放
胆
直
写
二
重
キ
ヲ
置
ク
、

注
1
5

（
「
明
治
四
十
四
年
度
施
設
要
領
」
小
諸
尋
常
高
等
小
学
校
）

『
北
佐
久
郡
教
育
会
編
綴
方
教
授
細
目
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏

付
け
る
も
の
で
あ
る
。
指
導
法
に
お
い
て
は
「
写
生
」
主
義
の
影
響
が
窺
え

る。

制
、
綴
方
科

綴
方
は
専
ら
事
実
を
誤
の
な
い
様
に
正
直
に
記
述
発
表
す
る
様
則
ち
自

由
発
表
を
主
と
し
て
な
る
べ
く
長
文
の
練
習
に
傾
注
し
た
　
然
る
に
第

一
に
困
難
を
感
じ
た
る
は
文
の
記
述
に
多
く
の
時
間
を
要
し
且
つ
文
字

の
誤
り
あ
る
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
　
故
に
之
が
救
済
法
と
し
て
読
本

を
聴
写
法
に
よ
り
て
書
取
る
事
を
し
た
が
未
だ
遣
感
の
点
が
多
少
は
あ

る
が
漸
く
目
的
に
近
づ
く
こ
と
を
得
た
　
而
し
て
六
何
法
に
よ
り
て
文

の
吟
味
を
な
す
能
力
養
成
に
努
め
柏
成
績
の
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と

注
1
6

思
ふ
。
（
「
大
正
三
年
度
学
年
末
報
告
書
」
温
明
尋
常
高
等
小
学
校
）

こ
の
時
期
、
各
学
校
で
は
多
様
な
方
法
に
よ
る
綴
方
教
育
の
実
践
が
試
み

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

四

　

ま

と

め

本
稿
で
は
、
大
正
期
を
中
心
と
し
て
　
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
、
『
信
濃
教

育
』
　
に
よ
り
長
野
県
内
に
お
け
る
初
等
教
育
に
つ
い
て
の
綴
方
教
育
の
実
態

を
概
観
し
て
み
た
。
明
治
末
期
に
あ
っ
て
は
、
模
範
文
を
使
っ
た
模
倣
主
義

的
な
方
法
に
よ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
自
由
発
表
主
義
に
立

脚
し
た
方
法
、
形
式
を
重
視
し
た
方
汝
の
そ
れ
ぞ
れ
を
支
持
す
る
人
達
と
の

間
で
論
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
心
理
学
等
の
学
問
的
見
地
に
立
っ
た
系
統
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的
研
究
が
様
々
な
か
た
ち
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、
着
想
、
構
想
の
立
て
方
を
重
視
す
る
方
法
（
着
想
指
導
）
と

児
童
の
実
際
生
活
を
重
視
す
る
方
法
と
を
取
り
入
れ
た
指
導
法
が
提
起
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
大
正
後
期
に
な
る
と
、
綴
方
教
育
に
人
格
の
完
成
を
求
め
る

鍛
練
道
的
色
彩
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
郡
教
育
会
な
ら
び
に
各
学
校
で
作
成
さ
れ
た
『
綴
方
教
授
細
目
』

等
も
新
し
い
綴
方
教
育
の
理
念
に
対
応
す
る
た
め
改
定
作
業
が
な
さ
れ
、
そ

の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

注
1
　
滑
川
道
夫
『
日
本
作
文
綴
方
教
育
史
　
明
治
編
」
　
（
国
土
社
・
昭
和
五
十
三

年
・
二
四
六
貢
）
　
に
よ
る
。

注
2
　
『
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
長
野
小
学
校
百
年
史
」
　
に
、

山
崎
弥
生
誹
昭
明
3
8
掘
鯛
．
3
（
「
附
属
長
野
小
学
校
関
係
者
名
簿
」
）

と
あ
る
。

注
3
　
広
島
市
在
住
の
編
者
に
よ
る
　
r
綴
り
方
教
授
細
目
」
　
（
久
芳
龍
蔵
編
・
明
治

四
十
五
年
刊
・
右
文
社
活
版
所
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
二
l
貢
）
　
に
、

三
、
文
題
は
専
ら
児
童
の
創
作
的
欲
望
を
満
足
せ
し
め
ん
が
為
め
特
に
左
記

諸
件
に
つ
き
て
選
択
せ
り
。

H
　
文
題
は
専
ら
児
童
を
中
心
と
し
て
選
択
せ
し
に
よ
り
自
ら
学
習
的
及

び
経
験
的
方
面
に
多
く
処
世
的
方
面
に
少
し
。

但
学
習
的
方
面
に
属
す
る
文
題
に
て
も
思
想
の
範
囲
が
教
科
事
の
記

述
以
外
に
出
で
ざ
る
材
料
は
成
る
べ
く
之
を
避
く
る
方
針
を
取
れ
り
。

臼
　
文
題
中
に
は
多
く
地
方
的
色
彩
を
帯
べ
る
も
の
を
選
択
せ
り
。

臼
　
文
題
の
選
択
は
材
料
の
適
否
を
本
位
と
し
て
調
査
し
初
め
よ
り
歩
合

を
立
て
ゝ
選
択
の
自
由
を
拘
束
す
る
が
如
き
こ
と
な
か
ら
し
め
た
り
。

さ
れ
ど
尚
其
の
間
に
l
定
の
割
合
を
保
た
し
め
ん
こ
と
に
も
顧
慮
せ
り
。

輯
　
す
べ
て
文
題
の
形
は
成
る
べ
く
児
童
の
発
表
的
衝
動
を
鼓
舞
促
進
す

る
如
き
体
裁
を
取
ら
し
め
ん
こ
と
に
勉
め
た
り
。

魯
　
文
形
は
読
本
の
形
式
に
従
ひ
内
容
は
之
を
他
転
求
め
た
る
が
如
き
文

題
を
も
選
択
せ
り
。

囲
　
書
簡
文
教
授
の
始
期
は
土
地
の
状
況
に
顧
み
て
読
本
の
専
簡
文
提
出

に
先
立
ち
て
配
当
せ
り
。

田
　
尋
常
科
第
l
学
年
は
別
に
綴
り
方
の
時
間
は
特
設
せ
ざ
る
も
、
勉
め

て
読
本
中
の
主
要
語
句
及
び
文
形
に
つ
き
て
綴
り
方
的
準
備
練
習
を
為

き
し
め
ん
が
為
め
に
、
数
多
の
練
習
材
料
を
選
択
せ
り
。

㈹
　
初
学
年
に
於
て
学
び
た
る
事
柄
中
発
表
胎
動
磯
の
旺
盛
な
る
も
の
は

之
を
第
二
学
年
に
至
り
て
綴
ら
し
む
る
こ
と
ゝ
せ
り
。

鋸
　
高
等
科
に
於
て
は
男
女
に
よ
り
多
少
文
題
を
異
に
し
て
記
当
せ
り
。

と
あ
る
。

注
4
　
駒
村
徳
寿
と
共
著
【
写
生
を
主
と
し
た
る
綴
方
新
教
授
細
葉
山
下
巻
（
目

黒
専
店
・
大
正
四
年
・
一
八
貢
）
　
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

綴
方
は
単
に
形
式
を
練
習
せ
し
む
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
思
想
の
選
択
や

組
立
や
を
練
習
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

注
5
　
「
池
田
小
学
校
沿
革
史
」
（
昭
和
五
十
八
年
・
三
四
三
文
）
に
、

「
吾
校
綴
方
教
授
の
根
本
方
針
」
「
綴
り
方
に
於
け
る
指
導
の
実
際
」
　
の
著

者
は
「
高
瀬
彬
」
と
な
っ
て
い
る
が
当
時
の
池
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
国
語

科
担
当
の
教
師
は
、
片
瀬
斌
訓
導
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
著
者
「
高
瀬

彬
」
は
、
片
瀬
斌
訓
導
の
こ
と
で
、
彼
を
中
心
に
こ
の
二
つ
の
論
文
が
書
か

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
あ
る
。

注
6
　
『
池
田
小
学
校
沿
革
史
』
　
（
三
五
〇
貢
）
　
に
、

一
志
茂
樹
氏
は
、
初
め
て
雑
誌
「
白
樺
」
に
ふ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
五

年
初
め
て
池
田
小
学
校
の
先
生
に
な
っ
た
時
だ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
明
治
末
か
ら
大
正
三
年
ご
ろ
に
は
、
北
安
垂
や
本
校
に

「
白
樺
」
　
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
白
樺
」
　
の
考
え
に

共
鳴
し
た
教
師
が
本
校
の
中
に
何
人
位
い
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
一
志
茂
樹
氏
は
、
「
『
白
樺
』
　
に
ふ
れ
た
の
は
同
僚
の
片
瀬
斌
君
の
手
引
に

よ
っ
て
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
あ
れ
は
記
憶
違
い
で
‥
：
‥
」
と
話
し
て

お
ら
れ
る
の
で
、
本
校
の
中
で
「
白
樺
」
に
共
感
を
示
し
た
教
師
は
、
l
志

茂
樹
・
片
瀬
斌
外
何
人
か
は
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

と
あ
る
。

注
7
　
r
長
野
県
教
育
史
第
四
巻
教
育
課
程
編
』
（
六
三
二
貫
）
に
よ
る
。

注
8
　
県
立
長
野
図
書
館
蔵
の
「
埴
科
教
育
部
全
編
綴
方
教
授
細
目
』
（
　
七
頁
）
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に
よ
る
。

注
9
　
信
濃
教
育
会
信
濃
教
育
博
物
館
蔵
の
　
「
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編

各
科
教
授
要
項
h
「
綴
方
教
授
要
項
」
（
〓
頁
）
　
に
よ
る
。

注
1
0
　
r
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
各
科
教
授
要
項
」
「
綴
方
教
授
要
項
」

（
二
一
貫
）
　
に
よ
る
。

注
1
1
　
信
濃
教
育
会
信
濃
教
育
博
物
館
蔵
の
r
長
野
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
各

科
教
授
要
項
』
　
（
大
正
四
年
十
二
月
刊
）
「
綴
方
教
授
要
項
」
（
一
貫
）
　
に
、

三
、
綴
る
と
い
ふ
心
理

1
、
記
述
目
的
の
決
定

2
、
材
料
の
選
択

3
、
材
料
の
排
列

注
1
2
注
1
3
注
1
4
注
1
5
注
1
6

4
、
発
表
ィ
、
言
語
の
選
択

言
ひ
ま
わ
し

内
語
化

ロ
、
記
述

と
あ
る
。
『
上
郷
小
学
校
沿
革
史
」
（
昭
和
三
十
七
年
二
三
二
貢
）
に
よ
る
。

「
長
野
県
教
育
史
第
三
巻
資
料
編
】
（
五
八
四
貢
）
　
に
よ
る
。

『
長
野
県
教
育
史
第
三
巻
資
料
編
」
（
五
九
〇
貢
）
　
に
よ
る
。

F
長
野
県
教
育
史
第
三
巻
資
料
編
』
（
四
七
一
貫
）
　
に
よ
る
。

「
長
野
県
教
育
史
第
三
巻
資
料
編
』
　
（
五
九
七
頁
）
　
に
よ
る
。


